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. がくの 研究 



折 口 信 夫 



が、 日 清 役 以後 段々 出 なくなって、 最後に 木津 (南 区 

木津) の 分が、 明治 三十 七 八 年 戦争の 終へ た 年に 出た 

ぎり、 今では 悉皆 泯 びて 了うて 居る。 

此処に は 木津の だいがくの 事 を 書いて おく。 だいがく 

の 出来 初めは、 知れて 居ない。 唯 老人た ち は、 台の 上 

に 額 を 載せて 舁ぎ 廻った のが、 原始的の もので、 名称 

も 其に 基 い て 居る とい ふ。 けれども 今 も 豊能郡 熊 野 田 

村の 祭礼に 舁 ぐ^^ (額) と 言 ふ 立て物と 比べて 見る 

と、 或は 大 額の 義 かと 思 はれぬ でもない。 其 後進 歩し 

タテ ヒ卜 リモチ . 

て、 台の 上に 経 棒を竪 て、 一 人 持 提灯 一 つ、 ひげ こ (第 

一 図) 額な どを備 へた 形に なって 来たの だと 言 ふが、 



恐らく、 経 棒 は 最初から あった 物で、 額 だけが ぼつつ 

り 乗って 居た ので はなから う。 

別 図の 〔# 図 省略〕 様な 態を備 へる 事に なった の は、 今 

から 六十 年 程の 前の 事で、 其 以前 は 天幕の 代りに^^ 

が 使 はれて 居た ので ある。 ひげ こ は、 必、 二重と き 

まって 居た さう である。 明治 三十 年頃まで は、 西 成 郡 

勝 間 村. 東 成 郡 田 辺 村な どに は、 ひげ この だいがく を 

舁 いで 居る の を 見かけた ものである。 

一 体 ひげ こ は 日の 子の 音 転で、 太陽神の 姿を模 したの 

だ、 と 老人た ち は 伝へ て 居る が、 恐らく は、 竪 棒の 上 

ヒゲ n 

に、 髯 籠の 飾り を とりつけて 居た のが、 段々 意匠 化せ 



られて 出来た (髯 籠の 話 参照) もの か。 今日な ほ紀州 

粉 河の 祭礼の 屋台に は、 髯籠を 高く とりつける。 のみ 

ならず、 国旗の 尖に もっけ、 五月幟の 頂に もっける 事 

が ある。 竿頭 を饊 形に 殺ぎ 竹を垂 して、 紙花 をつ ける 

事 は、 到る 処の 神事 や 葬式の 立て物に ある 事で ある。 

力 サボ n 

但し 今一 っ考 へに 入れて 置かねば ならぬ の は、 傘鋅の 

形式で、 此は 竿と 笠と^ 3 との 三つの 要素で 出来て 居 

る 事で ある。 一 体傘鋅 は、 力持ちが 手で 捧げながら 練 

つた ものであるが、 此が 非常に 発達した 場合に は、 籰 

に樹 て、 舁く か、 車に 乗せて 曳き 歩く より 外に 道 はな 

くなる 訣 である。 



だいがくの 成立した 形 は、 前者で ある。 尚 老人た ち は、 

だいがくに 数多の 提灯 を とりつける 様になった 起り を、 

ある 年の 住 吉祭リ (大阪 中の 祭礼と して、 夏祭りの 一 

番 終りに 行 はれる) に、 住吉 まで 出向いた だいがくが、 

帰リ途 になって 日の 暮れた 為、 臨時に 緯棒を 括りつ け 

て、 其に 提灯 を 列ね た 時から だと 説いて 居る。 

其 は ともかく、 住吉 祭りと いふ 事が、 だいがくと 住吉 

踊りの 傘 鉢との 関係 を 見せて 居る 様に 思 はれる。 天幕 

に 一重の も 二重の も ある 点、 竿頭に^ 3 のつ いて ゐる 

点、 すべて かの 踊りの 傘鋅 を、 籠の 上に 竪 てた 物と し 

か 思 はれぬ。 熊 野 田の まに 近いだ いがくの が 、 



奥山 家に 飛んで、 古老の 鑑定で、 伊勢 外宮 日の 宫の御 

神体 だとして 祀られ たと 言 ふ 話 も、 髯籠 • 傘鋅の 信仰 

に 根ざし ある ものと 思 はれる。 




天幕 を 使 ふ 様になつ てから、 非常に 華美 を 競 ひ 出して、 

長さ 八 間 幅 一間 余の 緋 羅紗に、 大蛇 対 治の 須佐之 男 

命. 石橋. 予譲 • 楠 公子 別れな ど、 縫 模様の 立派な 物 

になった。 天幕の 裏 はすべ て 墨書きの 雲であった 様に 



思 ふ。 村と 村との 間ば かり か、 一村の 中の 町々 でも 競 

争す る処 から、 果は籰 の 地に ついた 処 から^ 3 の 尖端 

まで、 十七 間から 十八 間 位の 高さに なって、 重さ は 二 

千 貫、 八十 人 乃至 百 人の 力で なければ、 動す 事が 出来 

なくなった。 



だ いがくの 名 処 の ゑと きをして 見る と、 

ィ 又は^ T とも 言 ふ。 長さ 凡 一 丈。 町々 で 皆 違 

うた 物 をつ けて ゐる。 三日月 • 一本 劎、 sirr ニニ 本劎 

. 薙刀 • 千成り 瓢簞 . 神楽 鈴 きなど 



で、 中で も、 新 町の 薙刀 ぼ こ をつ けた だいがく は、 

常によ く 活動して 居た。 西の 町 は、 後に 一 本劎 にな 

つたが、 古く は 粟 穂になる こで、 なるこ は 鳥居に 垂 

れて ゐた処 であった。 

モック ワウ 

口 ふけち り 紋は、 巴と 木窠を 裏表に つける 。但し、 

東の 町 は、 五色のば れん。 

ハ さんじ やの たくせん 三 社の 託宣で あらう。 藁 を 

束ねて 結ぶ。 伊勢. 八幡. 春 日 を 表すと 言 ふ。 

二 榊と 御幣 ほこの 結び目 を掩ふ 様に して つける。 

ホ ほこ だし を も ほこと 言 ふ 事 は あるが、 此とは 別 

である。 円錐形に 縫うた 緋 羅紗の 袋。 巴と 木窠と を、 



反対の 側に 白く 縫 ひ 出す。 (東の 町 は 錦 欄)。 

へ てんまく 緋 羅紗 (白 羅紗の 物 も ある) に 武者- 

龍 虎 • 鳳凰な ど 縫うた 物。 錘 代りに 無数の 小さな 鈴 

を つける。 

ト へだての 額 天幕と 天幕と を 隔てる 額の 意。 m 

d の だいがく (別 図 〔# 図 省略 r 向って 右方の 小さ 

い 物) の 形式が 残ったの である。 長方形の はりこの 

函で、 四方に 天下 太平 • 五穀 成就 • 今月 今日 • 祇園 

宫と 書いて ある。 

因に、 木津の 氏神 は、 難 波の 名高い 八 坂と は 別で、 

木津の 祇園 (敷津 松の 宫と言 ふ) である。 



もらと、 籠の 上に 乗って 居て、 ゆり 甲と 言った 調子で 

謡 ふ。 譬 へば 「大阪 はなれて はや 玉 造」 まで 謡 ふと、 

総勢が 舁き 棒から 肩 をはづ して、 

よ、 いくよい/、 よい。 そ こぢやい なく。 あ 

どっこい、 どっこい とお なよ い /\。 よ い 

と 合唱して 「なよ い/ \」 まで 来る と、 皆 手を拍 つて 

肩 を 入れて 舁き 出す。 「よい さ/^」 は舁 きながら 言 

ふこと になる。 舁き はじめる と、 又 「笠 を 買 ふなら、 

深 江が 名所」 と 謡 ふ。 此句 ぎれ 迄 来る と、 又囉 しが は 

じ まる。 かう して、 繰り かへ し/^ する 中に、 かなり 
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